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日時 2026年6月15日（月）14:00～16:30（13:45から開場）、名刺交換会16:30～17:00

定員 100名

会場 大手町セミナールーム2
〒100-8066 東京都千代田区大手町1-3-7 日経ビル6F 大手町セミナールーム2
（https://www.nikkei-hall.com/access/）

対象 中国・ベトナム・フィリピン・タイ進出企業・進出検討企業の経営企画部門、海外事業部門の方 等

共催 株式会社フェアコンサルティング／株式会社東京海上日動パートナーズTOKIO／宝印刷株式会社／
株式会社オービックビジネスコンサルタント

後援 一般財団法人 海外投融資情報財団

お問い合わせ 株式会社オービックビジネスコンサルタント 坂本／山口 mail：obc-as@obc.co.jp

※ 講師・講演内容は予告なく変更になる可能性がございます。
※ 講師・共催企業と同業の方、個人の方はお申込みをお断りする場合がございます。

アジア主要4か国：中国・ベトナム・フィリピン・タイ｜進出と成功の実践知

お申込み ※右のQRコードからもお申し込みいただけます。【構成】
受付：13:45から
開始：14:00
①14:00～14:03（3分） 司会よりご案内
②14:03～14:08（5分） FCG様のご紹介
③14:08～15:00（52分）1部
※各国13分予定
④ 15:00～15:15（15分）休憩＆ネットワーキ
ング
⑤15:15～15:30（15分）玉村様GEセッション
⑥15:30～16:30：2部TS＆QA（60分）
⑦名刺交換会 16:30～17:00
終了：17:00
撤収：17:30（相談中）

https://www.obc.co.jp/260615

https://www.obc.co.jp/260615
開催のご挨拶 フェアコンサルティング 玉村健氏

1部：
各国の日系企業進出・撤退の現状と
2026年トレンド

海外進出企業を現地で支援する専門家が、主要4か国の現状と各国トレンドを
解説します。

【中国】
• 撤退・縮小・再編の検討が増加、進出は限定的
• 撤退時リスクを減らすための平時の法令遵守
【ベトナム】
• 内需、ITで進出需要拡大、東南アジアの進出先として引き続き存在感がある
• 進出済み企業における追加投資も活発
【フィリピン】
• 内需狙いの進出は増加傾向だが、製造業の進出は減少傾向
• 進出後の運営力が成否を分ける
【タイ】
• 人件費上昇および外資誘致の国策から、製造拠点よりも統括拠点化や高付加
価値産業へ転換が進む

• 現地日本人・日系企業向けサービスは活発

Coffee Break・ネットワーキング
中国・ベトナム・フィリピン・タイを感じていただけるお茶菓子をご用意いたします。

講師及びご参加者様同士の交流の場にご利用ください。

2部：
海外子会社を見える化する方法
―勘定奉行クラウドGlobal Edition、
各国活用事例をご紹介―

（１）会計情報の把握は、海外子会社見える化の第一歩

（２）勘定奉行クラウドGlobal Edition（GE）導入企業にみる、課題と解決策
• タイ語やベトナム語など、現地語で書かれた摘要欄読めず仕訳詳細が不明…
• 現地会計事務所に委託しているが、記帳が遅くて不正確…
• 連結決算における会計基準の組替が（現地→IFRS 等）が手間…

3部：【Talk Session＆QA】
アジア主要4か国に学ぶ実践知

（１）進出後につまずかないための事前準備
• 準備不足で進出に難航･･･を避けるための、実務論点と事前準備
（複雑な外資規制・慣行を踏まえ、早期準備で回避できるポイント）

• アジアでは当たり前？ルールと実務の乖離
• 進出初年度を安定させるための、初動体制と役割分担の考え方

（２）現地任せにしない海外子会社運営
• アジアで進む、間違った現地化とは？
• 数字と業務状況を“見える化”することで防げる不正・形骸化
• 撤退、縮小の判断をするポイント

（３）Q&A：ご参加の皆様のご質問にお答えします。

名刺交換会 講師及びご参加者様同士の交流の場にご利用ください。

フェアコンサルティンググループ
世界21か国・地域に37拠点を展開するグローバルコンサルティングファーム

ベトナム
日本国公認会計士

大西智之氏

中国
日本国公認会計士

粟村英資氏

フィリピン
日本国公認会計士

大久保匠悟氏

タイ
日本国公認会計士

大谷祐輔氏

日本
システムソリュー
ション事業部長

玉村健氏

★1部内容について
各国、左に記載の内容で問題ないか、ご確認いただけないでしょうか。

①各国の日系企業進出・撤退の現状
日系企業が進出しているのか撤退しているのかという現状を紹介していただき
たいです。
正確な社数がわからない場合は、貴社へのお問い合わせ状況の推移などでも構
いません。

②2026年トレンド
進出撤退に限らず、法改正、外資規制強化・緩和、など、その国の今のトレン
ド情報をお話いただくのはいかがでしょうか。
昨日お伺いしたお話を概要欄に入れております。

※成功の心得は削除し、もともとTalkSessionの1つ目の論点つまずかないための
事前準備に包含することにします。

★2部内容について
昨日出た論点を追加しました。
・外資規制
・アジアでは当たり前？ルールと実務の乖離
・アジアで進む、間違った現地化とは？

逆にお話しするのが難しそうと感じた論点は削除しています。
・自社との適合度の見極め方
・現地との信頼関係が崩れたときに起きる兆候とその回避策
・本社が握るべき最低限の領域と、現地に任せるべき領域→間違った現地化に
変更

TalkSessionについては開催前にリハをさせていただき、そこで詰める予定です。
リハ日程については改めて調整のお願いをさせていただきます。

★講演方法について
昨日はトレンドと心得を順番に話すとお伝えしましたが、やはり忙しい感じが
出てしまうので、1人13分ずつお話いただく形式でお願いいたします。
中国→ベトナム→フィリピン→タイの順番

★講演資料について
自己紹介1枚（以下のスライド）＋①（1枚～）＋②（1枚～）でいかがでしょう
か。枚数に制限はありません。お話しやすい枚数でお願いします。
※講演資料については別途締め切り連絡をいたします。
※TalkSessionについては、お伝えの通りご準備不要です。
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